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幼稚園の先⽣になる⼈をどう育てるか 
 

北翔⼤学 教育⽂化学部 教育学科 教授 ⼭崎 正明       
 
１ 幼児教育現場の課題 
幼児教教育の現場を造形・美術教育の視点から
（右の「幼稚園教育要領」の「表現」に関する
視点）を⾒てみると、学ぶべき素晴らしい実践
がある⼀⽅で、⼤きな問題点があります。 
その問題点とは、⼀⾔で⾔えば、「幼児は未熟だ
から⼤⼈が描き⽅や作り⽅を丁寧に教えて上⼿
にできるようにさせてあげる」というもので
す。幼児教育現場の実態を把握するため、⼀例
として web で画像検索をしました。 
図❶が「幼児 製作」という⾔葉で検索したも
の。図❷が「幼稚園 壁⾯装飾」で検索したも
のです。 
これまでの内外の⼦供の絵の発達に関する研究などは、なかったかのようです。 

幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」 

(10) 豊かな感性と表現 心を動かす出来事などに触れ感性を働かせ

る中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，感じたこと

や考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽し

んたりし，表現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。 

領域「表現」の目標 

「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し

て、豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする。」 

「幼稚園教育要領」から「表現」関連部分を抜粋 

図❶ 
「幼児 製作(制作)」 

図❷ 
「幼稚園 壁面装飾」 
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幼児の造形表現というより「幼児の製作」という⾔葉が流通していますが、これはまさに「製作」その
ものが⽬的化していることの象徴であると考えられます。それは⼩学校における「酒井式描画指導法」
や中学校における⼿順や⽅法を細かく⽰し、⼤⼈から⾒て⾼度な完成品を求めるような授業とも似てい
ます。なお、幼児教育の場合は、先⽣向けに「製作の本」や「幼児教育雑誌」などで、誰でも「上⼿に」
描かせられるための本が出ていますし、近年は YouTube も多数あります。保育者が「今度の製作、何し
よう？」って思って検索したら、たくさんの例が出てきます。問題は⼭積みです。 
 
２ 教員養成課程の取り組み 
教員養成課程でしっかり学んでいっても、図❶や図❷にあるよう

な「幼児は未熟だから教えて作らせる」というような園に就職して
しまえば、⼤学で学んだことは⽣かせるどころか、否定されること
さえでてきます。また、そのような園に就職しなければよいという
ことも問題の本質的な解決にはつながりません。 
学⽣が、就職してからも⼒を発揮できるにはどうしたらよいか、

そこで考えたのが学⽣⾃⾝が⼤学で、学んだことを 1 冊の「実践記
録」にまとめるというものです。 
この冊⼦は就職した園で同僚に⾒てもらったり、⾃分が実際に実

践するときの資料にもなります。 
 具体的な⽅法ですが、「実際にゼミの活動として、学⽣が幼児教

育の現場に出かけ、直接、保育する機会を作り、その成果を記録と
して残す」というものです。本来は、⼦供の遊びや環境を通して⾃
由保育における造形表現が望ましいのですが、いわゆる「設定保
育」としてやっています。 
私としては、この取り組みに⼿ごたえを感じています。ただ、取り組みには条件があります。 
 
(1) ⼦供の姿や表現したものを印刷物やWeb で公開することについて許諾いただける園と連携する。 
(2) 活動は、園における預かり保育の時間を活⽤させていただく。園に負担がからないように。 
(3) 幼稚園に⾏って、準備から後⽚付けまで含めて最⼤でも 90分以内で終わるようにすること。 
(4) 写真のほか、動画を撮影し、幼児の表現の過程を後で振り返ることができるようにすること。 
(5) 実際の園で設定保育をすることを前提とする。⼤掛かりな内容にしない。⽇常的に無理なくできる

内容であること。 
(6) 記録は他の⼈に読んでもらうことを考えて、写真を活⽤し、簡潔にまとめること。 A4 ⾒開き２ペ
ージ。指導案ではなく、あくまでも指導の記録・ドキュメンテーションとして考える。 

 
今年度は学⽣が 6 回、園に出かけました。最終的な⽬標は⼀冊の実践記録としてまとめることでした

が、その⽬標に向かうことを通して学⽣たちの話したことが、とても印象に残っています。 
「保育のやり⽅や考え⽅によって⼦供たちの発想も表現もものすごく変わってくることがわかりました。
やはり⼦供の可能性を考えないと。」「私たちの研究って、園に⾏って幼児に何かを働きかけると⾔うこ
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とより、準備が本当に⼤切だと思いました。準備 8割みたいな感じです。」 
学⽣が、このことを実感していたことに確かな⼿応えを感じました。専⾨性を携えて、幼児教育の現場
に送り出す。実際に⾏ったら忙しい⽇々です。そんな時この冊⼦が役⽴ってくれるはずです。 
なお併せて、卒業⽣にはお勧めの絵の具とお勧めの筆を持たせました。これは、実際に就職した学⽣が、
現場に⾏ったときに⼤学での学んできことの中に、材料・⽤具のことも含まれていたからです。筆や絵
の具については無頓着なことがまだまだ多いですのですから。 
 
３、現場での手応え 
昨年、卒業⽣が、幼児教育の現場で⼒を発揮している場⾯に出会いました。いま、担任をしている５歳
児の取り組みです。写真にある「ねんどずかん」というものです。園⻑先⽣は彼⼥がいかに⼦どもの⼀
⼈⼀⼈の発想を⼤切にしているか、エピソードを交えながら、話してくれました。 

 
園⻑先⽣は幼稚園で⾏われてきた「当たり前」を⾒直しながらより良い保育を⽬指そうと
しているとのことで、新⼈の先⽣が⼤学で学んだできたことを、園でも取り⼊れていきた
いと話してくれました。担任が学⽣時代に⼤切にしていたのは「絵を通してこども⼀⼈⼀
⼈の思いを知る」ということでした。それは、私のゼミでつくった「実践記録」にも残さ
れています。（P４・５参照）https://yumemasa.exblog.jp/30626272/ 
 
４、これからすべきこと 
最初に幼児教育の問題点を指摘しました。これは、私たち⼤学教員、造形美術教育関係者の責任でも

あります。このメルマガで冒頭で問題点としてあげた教育⽅法は、そもそも、現場の保育者が⼦供のた
めにやっていることです。だから難しい⾯もあります、しかし、できることをしていかなければ、と思
います。この全美協メルマガによって互いの教育実践を知ることもその⼀つでしょう。 
なお、今後は YouTube での発信も必要だと思っています。現在、幼児の造形表現で検索して出てくるの
は「ハウツー」が主ですから。昨年、私も YouTube で発信しました。問い合わせもあ
り、⼿応えも感じます、しかし、「⼤学の公開講座」でしたので 60分。⻑すぎます。もっ
と現場の先⽣に気楽に⾒てもらえるものが必要です。今後は⼤学⽣の発信というのもあっ
てもいいかなと考えています。https://www.youtube.com/watch?v=lTbxVNFDUJ0 
＊こうした発信をに興味のある⽅は⼭崎正明 yamazakmasaaki@mac.commまでご連絡ください。 
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●将来の夢を想像して絵に表す。 

●話を聞いて絵を見るだけではわからない考えや想いを知る。 

 

5 歳児 将来の夢を描こう 

ねらい 
 

環境の構成 材料・用具 

・将来の夢を想像し

ながら絵に表現す

る。 

・どのような想いで

描いたのかを伝

える。 

 

配慮事項 

・なりたいものが思い浮かばない子ど

もには、お仕事じゃなくてもこんな

お兄さんお姉さんになりたい等なん

でもいいと伝える。 

・クレヨンとポンキーペンシルを用意

し、人数分はないので、順番で使え

るようにする。 

 

 

・隣の子どもとぶ

つからないよう

に椅子の間隔を

広くとる。 

 

・画用紙 

・色鉛筆 

・ポンキーペンシル

（三菱鉛筆） 

山岸  陽美 

導 入 
 「私は幼稚園の先生になりたくて、勉強をしています」と自己紹介をして、「みんなは大きく

なったらなりたいものってあるかな？」と問いかける。 
 「警察官」「お花屋さん」などと声が聞こえたので、「みんなのことをもっと知りたいので、

それを絵に描いて先生に教えてほしい」と伝える。 

 描き終わった子どもには前にきてもらい、1人ずつ話を聞く。 

 

お花屋さん 

 きれいなお花を売っているお花屋さんになりた

いと言い、描いてくれました。 

 どうしてお店が２つあるのかを聞くと、お花を

たくさん入れたいからと答えてくれました。 

 お花の種類は、左から、バラ、スイートピー、

ヒマワリ、タンポポ、アジサイ、チューリップ

と、クラスの名前になっている花が多く描いてい

ました。 

警察官 

 最初の導入の際に問いかけたときに一番に大きな

声で「警察官！」と言っていた女の子です。 

 どうして警察官になりたいのかを聞くと、「テレ

ビで警察官を見て、強い女の子になりたいから、警

察官になって泥棒を捕まえるの。」と教えてくれま

した。 
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